
十
一
月
三
日
（
水
）
社
会
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
上
富
良
野
町

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
で

顕
著
な
成
績
を
残
し
た
生
徒

が
、
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

●
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

３
Ｂ

村
上

泰
都
（
空
手
）

３
Ｃ

木
幡

悠
月
（砲
丸
投
）

●
文
化
奨
励
賞

２
Ｂ

谷
口

和
奏
（
書
道
）

２
Ｂ

長
野

萌
（
書
道
）

３
Ａ

會
田
ひ
ま
わ
り
（
書
道
）

３
Ａ

浜
本

杏
珠
（
書
道
）

３
Ｃ

関
口

彩
花
（
書
道
）

教
育
委
員
会
表
彰

十
月
二
十
三
日
（
土
）
、
二

十
四
日
（
日
）
、
三
十
日
（
土
）
、

三
十
一
日
（
日
）
に
旭
川
市
で
行

わ
れ
た
、
北
海
道
中
学
校
新
人

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
旭
川
地

区
予
選
で
、
上
富
良
野
中
学
校

が
三
位
と
な
り
、
網
走
市
で
行

わ
れ
る
北
海
道
北
大
会
へ
の
出
場

権
を
得
ま
し
た
。

北
海
道
北
大
会
は
、
十
二
月

二
十
四
（
金
）
～
二
十
六
日
（
日
）

網
走
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
す
。

▼
予
選
Ｉ
リ
ー
グ
（

日
）
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帯
広
第
一
中

北
見
東
相
内
中

上
富
良
野
中

会
場
：
網
走
総
合
体
育
館

女

子

バ
ス

ケ
ッ

ト

ボ
ー
ル
部
全
道
大
会

出
場
へ
！

純男の故郷の風景画

毎
年
、
二
学
年
で
後
藤
純
男

美
術
館
で
鑑
賞
の
授
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
十
一
月
九
日

（
火
）
に
Ａ
組
が
、
十
日
（
水
）
に
Ｂ

組
が
行
い
ま
し
た
。

生
徒
は
説
明
を
受
け
た
後
、

鑑
賞
す
る
絵
画
を
一
点
選
択

し
、
鑑
賞
レ
ポ
ー
ト
を
各
個
人
で

作
成
し
ま
し
た
。

美
術
科
鑑
賞
授
業

三
年
生
が
受
検
す
る
高
校
を

生
徒
、
保
護
者
、
担
任
で
確
認

す
る
三
者
懇
談
を
十
一
月
十
七

日
（
水
）
～
二
十
四
日
（
水
）
の
期

間
に
行
い
ま
し
た
。

私
立
高
校
の
一
次
受
付
が
十

二
月
一
日
か
ら
、
公
立
高
校
の

願
書
配
布
が
十
二
月
十
日
に
始

ま
り
ま
す
。
三
者
懇
談
の
結
果

を
受
け
、
高
校
か
ら
出
願
に
必

要
な
書
類
を
取
り
寄
せ
ま
す
。

十
二
月
中
に
願
書
を
完
成
さ

せ
、
年
明
け
に
出
願
し
ま
す
。
旭

川
市
内
の
私
立
高
の
入
試
は
二

月
十
五
日
（
火
）
、
公
立
高
は
三

月
三
日
（
木
）
で
す
。

な
お
、
入
学
ま
で
に
必
要
な

経
費
は
次
の
通
り
で
す
。

検
定
料
（
受
験
料
）

公
立
高

二
二
〇
〇
円

私
立
高

一
五
〇
〇
〇
円

～
二
〇
〇
〇
〇
円

入
学
金

公
立
高

五
六
五
〇
円

私
立
高

四
〇
万
円

こ
の
他
に
、
教
科
書
、
制
服
、

ジ
ャ
ー
ジ
代
が
か
か
り
ま
す
。

三
者
懇
談
終
了

１
日
（
水
）
お
弁
当
の
日
・
全
校
集
会

２
日
（
木
）
参
観
日
・
部
活
動
な
し

３
日
（
金
）
３
年
入
試
模
試

４
日
（
土
）
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ｕ

リ
ー
グ
戦
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５
日
（
日
）
卓
球
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｓ
杯

７
日
（
火
）
職
員
会
議
・
部
活
動
な
し

９
日
（
木
）
常
任
委
員
会

９
日
（
木

）
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

日
（
金
）
公
立
高
願
書
配
布
開
始

10
日
（
土
）
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ｕ

リ
ー
グ
戦

11

15

日
（
水
）
１
年
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

15
日
（
木
）
２
年
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

16
日
（
木
）
学
校
運
営
協
議
会

16
日
（
金
）
）
大
掃
除

～

日

17

23

日
（
金
）
終
業
式
・
３
年
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

24
日
（
木
）
北
海
道
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

～

日

16

26

日
（
水
）
学
校
閉
庁
日

～
１
月
３
日

29

１
日
（
土
）
元
日

日
（
月
）
成
人
の
日

10
日
（
水
）
町
Ｐ
連
教
育
講
演
会

12
日
（
木
）
全
道
中
学
校
Ｘ
Ｃ
ス
キ
ー
大
会

13
日
（
木
）

（
和
寒
町
）
～

日

16

14

日
（
火
）
３
学
期
始
業
式

18
日
（
水
）
３
年
学
年
末
テ
ス
ト

19
日
（
金
）
英
検

21

上
富
良
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町
立
上
富
良
野
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学
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便
り
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け
る
と
い
っ
て
も
、
実
は
そ
こ
が

一
番
難
し
く
、
思
い
つ
き
で
や
み

く
も
に
し
て
は
、
続
け
ら
れ
ず
あ

き
ら
め
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

「
凡
事
徹
底
」
を
は
か
る
に
は
、

何
の
た
め
に
す
る
の
か
、
い
つ
ま
で

や
る
の
か
、
実
現
可
能
な
こ
と
で

自
分
が
や
り
た
い
と
思
え
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

な
ん
で
も
な
い
当
た
り
前
の
こ

と
こ
そ
が
実
は
重
要
な
こ
と
が
多

く
、
そ
れ
を
徹
底
的
に
や
り
続

け
た
結
果
、
大
き
な
成
果
を
も

た
ら
す
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
少

し
古
く
な
り
ま
す
が
、
元
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
で
日
米
通
算

四
千
本
安
打
を
成
し
遂
げ
た
イ

チ
ロ
ー
選
手
の
言
葉
に
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
小
さ
い
こ
と
を
重
ね
る
こ
と

が
、
と
ん
で
も
な
い
所
に
行
く
た

だ
ひ
と
つ
の
道
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
」

「
僕
は
高
校
生
活
の
三
年
間
、

一
日
に
た
っ
た
一
〇
分
で
す
が
、

寝
る
前
に
必
ず
素
振
り
を
し
ま

し
た
。
そ
の
一
〇
分
の
素
振
り
を

一
年
三
六
五
日
、
三
年
間
続
け

ま
し
た
。
こ
れ
が
誰
よ
り
も
や
っ

私
の
好
き
な
言
葉
に「
凡
事
徹

底
」
と
い
う
四
文
字
熟
語
が
あ
り

ま
す
。「
凡
事
徹
底
」
と
は
、
な
ん

で
も
な
い
よ
う
な
当
た
り
前
の
こ

と
を
徹
底
的
に
行
う
こ
と
、
ま
た

は
当
た
り
前
の
こ
と
を
他
の
人
に

は
真
似
の
で
き
な
い
ほ
ど
徹
底
的

に
実
践
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

な
ん
で
も
な
い
よ
う
な
当
た
り

前
の
こ
と
を
徹
底
的
に
や
り
続

た
練
習
で
す
。
」

一
日
た
っ
た
一
〇
分
の
素
振

り
自
体
は
普
通
の
中
学
生
で
も
、

そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
三
六
五
日

三
年
間
休
ま
ず
徹
底
し
て
や
っ

た
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
結
果
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

学
校
生
活
の
中
で
も
当
た
り

前
と
思
わ
れ
る
元
気
な
あ
い
さ

つ
、
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
や
き

れ
い
な
清
掃
、
毎
日
の
学
習
、
も

ち
ろ
ん
提
出
物
等
み
ん
な
が
当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
、

「
凡
事
徹
底
」
が
で
き
れ
ば
、
そ

れ
が
い
つ
し
か
力
と
な
り
、
一
人

ひ
と
り
の
素
晴
ら
し
い
夢
や
可

能
性
が
広
が
り
、
さ
ら
に
明
る

く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
当
た
り

前
の
こ
と
を
毎
日
、
当
た
り
前
に

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
月
十
二
日
（
水
）
十
八
時
か

ら
「
不
登
校
へ
の
対
応
」
を
演
題

に
教
育
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

講
師
は
、
北
海
道
情
報
大
学

の
五
浦
哲
也
先
生
で
す
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
に
よ
る
遠
隔
で
の
講
演
会
と
な

町
Ｐ
連
教
育
講
演
会

立
や
社
会
参
加
に
向
け
た
主
体

的
な
取
組
を
支
援
す
る
と
い
う

視
点
に
立
ち
、
幼
児
児
童
生
徒

一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
そ
の
持
て
る
力
を
高

め
、
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を

改
善
又
は
克
服
す
る
た
め
、
適

切
な
指
導
及
び
必
要
な
支
援
を

行
う
も
の
で
す
。

現
在
、
上
富
良
野
中
学
校
に

は「
知
的
学
級
」
と
「
情
緒
学
級
」

が
あ
り
ま
す
。「
知
的
学
級
」
は
、

生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、
特
別
な

教
育
課
程
で
指
導
を
し
ま
す
。

一
方
、「
情
緒
学
級
」
は
通
常
の

教
育
課
程
で
指
導
し
、
自
立
活

動
に
よ
っ
て
学
校
生
活
や
社
会

生
活
で
の
困
難
さ
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

本
年
度
よ
り
、「
通
級
指
導
教

室
」
が
本
校
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
利
用
で
き
る
生
徒
は
、
通
常

学
級
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
で

す
。
指
導
の
内
容
は
自
立
活
動

で
す
。
基
本
的
に
自
立
活
動
は
、

学
習
を
教
え
る
こ
と
を
目
的
と

は
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
徒

に
と
っ
て
学
習
の
つ
ま
づ
き
は
学

校
生
活
を
送
る
上
で
大
き
な
困

難
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
結

果
と
し
て
学
習
に
つ
い
て
の
指
導

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

り
ま
す
。
会
場
は
、
上
富
良
野
中

学
校
の
新
多
目
的
室
で
す
。

十
一
月
三
十
日
（
木
）
が
申
し

込
み
〆
切
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

期
日
以
降
も
受
付
を
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
下
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
お
電
話
で
の
受
付
も
し

て
お
り
ま
す
。

上
富
良
野
中
学
校

電
話

四
五

－

二
〇
七
二

https://fo
rm

s.gl

e
/n
G
w
V
2
Z
2
5
X
S
E

dE
pnS
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現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
支

援
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
少
し
紹
介
し
ま
す
。

「
特
別
支
援
教
育
」
と
は
、
障

害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
の
自

特
別
支
援
教
育

校
長

富

永

浩

司


